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次代につなぐ、石川の農業
農業保険を経営の支えに

令和 5年度　新規採用職員募集
地域の農家を
支える仕事

家畜診療所　河合獣医

企画広報課　地家

　

詳しい募集要項はコチラ

農
業
保
険
は
石
川
の
農
業

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。
県
内
の
農
家
さ
ん

の
た
め
に
一
緒
に
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
獣
医
師
と

し
て
、
一
緒
に
石
川
の
畜

産
農
家
さ
ん
を
支
え
ま

し
ょ
う
！

送
付
先

石川県農業共済組合
■ 本　所 ■　
〒920-0007
金沢市田中町か26番地1
TEL  076-239-3111（代）
FAX 076-239-0069
Eメール  
kouhou@nosai-ishikawa.or.jp

【本所別館】
〒920-0007　
金沢市田中町か 12番地１

各グループのお問い合せ先は
こちら

【奥能登支所】
〒928-0313
鳳珠郡能登町字天坂に１番地１

ＮＯＳＡＩ石川広報紙「虹」
春号　vol.29
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加賀・能美グループ
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（加賀市・能美市・川北町）
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（小松市）
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金沢・河北グループ
℡　076-239-2555
（金沢市・かほく市津幡町・内灘町 ）
羽咋グループ
℡　076-239-2455
（羽咋市・志賀町宝達志水町　 ）
七尾・鹿島グループ
℡　076-239-2455
（七尾市・中能登町）

 

奥能登グループ
℡　0768-76-2251
（輪島市・珠洲市・穴水町・能登町）

NOSAI石川
ホームページ

NOSAI石川
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一緒に働いてみませんか
下記の書類を書留郵便で郵送してください
・履歴書（市販のもので写真貼付、連絡先明記）
・成績証明書
・卒業（見込）証明書、獣医師免許証写し
提出書類は返却いたしません
 令和４年８月31日（水）必着

〒920‐0007
石川県金沢市田中町か26番地１
石川県農業共済組合　総務課

農業保険法に基づく一般業務および家畜
診療に係る業務
①初任給　209,900円（大学卒）
　　　　　（獣医師資格者）
　獣医師手当　50,000円 / 月
②大学卒業または卒業見込者で獣医師資
格取得者または取得見込者
③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得見込者
＜試験予定＞
応募者に直接連絡

農業保険法に基づく一般業務のほか、
事業推進などの外勤業務
①初任給　182,600円（大学卒）
②令和５年３月大学卒業見込者
　または卒業後５年以内
③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得見込者
＜試験予定＞
日時　令和４年９月30日（金）
会場　同組合　本所
内容　筆記（一般教養ほか）・面接

一般職

獣医師



特集
農業後継者
インタビュー

次
代
に
つ
な
ぐ
、
石
川
の
農
業

農
業
保
険
を
経
営
の
支
え
に

次代につなぐ、石川の農業　農業保険を経営の支えに

　
こ
の
町
で
水
稲
栽
培
を
し
て
い
る
父

を
見
て
、
担
い
手
が
お
ら
ず
農
業
が
衰

退
し
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

思
い
、
自
分
が
後
継
者
に
な
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
法
人
の
人
員
が
父
一
人
に

な
っ
た
こ
と
を
機
に
就
農
し
、
今
は
二

人
で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
を
合

わ
せ
て
20
㌶
作
付
け
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
投
入
で
効
率
化

　
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
令
和

２
年
か
ら
自
動
操
縦
の
小
型
無
人
機

（
ド
ロ
ー
ン
）
を
導
入
し
、
防
除
に
役
立

て
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
投
げ
込
み
の

除
草
剤
を
田
ん
ぼ
に
撒
く
な
ど
労
力
と

時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
導
入

し
て
か
ら
は
防
除
に
か
け
る
時
間
が
10

㌃
あ
た
り
１
分
半
と
大
き
く
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
私
が
機
体
の
操
作
を
、
父
が

指
示
を
出
し
な
が
ら
散
布
す
る
た
め
、

安
全
に
作
業
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
新
技
術
を
駆
使

　
今
後
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
直

播
栽
培
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
播
種
に
か
か
る
時
間
は
10
㌃
あ
た

り
、
２
分
ほ
ど
で
、
田
植
機
よ
り
も
効

率
よ
く
終
え
ら
れ
ま
す
。
田
起
こ
し
、

代
か
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、
小
規
模
で
試
験
的
に
挑
戦

し
、
使
い
道
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い

最新技術活用し
新たな挑戦を

影田　伸幸さん（40歳）
かげ　  た  　　 　  のぶ　ゆき

とう　め

能登町当目
農事組合法人　三甲農産

ひ
と
こ
と
い
た
だ
き
ま
し
た
！

父
　俊
一
さ
ん
（
左
）
　母
　幸
恵
さ
ん

ひ
と
こ
と
い
た
だ
き
ま
し
た
！

代
表
　父
　昇
さ
ん

　
後
を
継
ぐ
と
言
っ
て
く
れ
て

心
強
い
で
す
。
最
新
の
技
術
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
た
い
で
す
。

保
険
が
挑
戦
を
後
押
し

　
安
心
し
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き

る
と
い
う
意
味
で
も
、
収
入
保
険
に
加

入
し
て
、
万
が
一
の
時
に
補
償
が
あ
る

と
い
う
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。
個
人

の
収
入
に
合
わ
せ
て
補
償
さ
れ
る
こ
と

も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

さん こう

いわ がみ まち

　
農
業
者
の
担
い
手
不
足
が
課
題
と
言
わ
れ
る
中
、
県
内
で
後
継
者

と
な
っ
た
３
人
。
先
進
技
術
導
入
や
経
営
リ
ス
ク
へ
の
備
え
に
つ
い

て
、
自
ら
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、頑
張
る
皆
さ
ん
の
農
業
経
営
を
農
業
保
険
で
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

野菜の様子を毎日見ることで
小さな変化を見逃さない
Takahiro Nishita

収
入
保
険
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
　
Ｐ
６
へ

ドローンで効率化。作業の幅を
広げたい
Nobuyuki Kageta

　
他
業
種
を
経
て
就
農
し
、
６
年
目
を
迎
え

ま
す
。
両
親
の
代
か
ら
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を

受
け
た
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
サ
ラ
ダ

用
の
ル
ッ
コ
ラ
、
ワ
サ
ビ
菜
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

カ
ラ
ー
大
根
な
ど
ハ
ウ
ス
と
露
地
で
常
時
50

品
目
を
栽
培
中
で
す
。

　
就
農
１
年
目
は
、
半
年
の
間
、
週
に
一
度
、

い
し
か
わ
耕
稼
塾
の
予
科
を
受
講
し
ま
し
た
。

実
際
に
作
物
を
育
て
な
が
ら
、
新
し
い
栽
培

方
法
や
営
農
の
情
報
を
得
ら
れ
る
の
が
魅
力

的
で
し
た
。

常
に
工
夫
の
精
神
で

　
農
作
業
は
ほ
と
ん
ど
一
人
の
た
め
、
機
械

化
・
効
率
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
前
職
の
金

属
加
工
技
術
を
生
か
し
、
種
を
ま
く
道
具
や

ハ
ウ
ス
の
散
水
装
置
を
自
作
し
て
、
作
業
を

簡
単
に
早
く
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
受
け
て
お
り
、
農
薬

を
使
用
し
な
い
た
め
、
農
薬
以
外
で
の
病
虫

害
防
除
を
日
々
、
研
究
し
て
い
ま
す
。
葉
物

野
菜
の
種
を
ま
く
際
に
、
ネ
ギ
を
一
緒
に
ま

く
と
防
虫
効
果
が
あ
り
、
虫
に
よ
る
被
害
を

大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保
険
の
大
切
さ
実
感

　
農
業
保
険
は
経
営
に
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
は
12
月
に
水
気
が
多
い
雪
が
降
り
、

重
み
で
農
業
用
ハ
ウ
ス
が
被
害
に
遭
い
ま
し

た
。
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
た
た
め
、

共
済
金
が
再
建
の
助
け
と
な
り
ま
し
た
が
、

自
力
で
は
難
し
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
木
く
ず
を
使
っ
た
植
物
性
の
堆
肥

づ
く
り
を
し
た
い
で
す
。
今
は
ぼ
か
し
肥
料

の
み
で
す
が
、
堆
肥
も
使
う
こ
と
で
、
野
菜

を
も
っ
と
強
く
育
て
、
病
気
へ
の
抵
抗
力
を

高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

両親から受け継いだ
有機野菜栽培

代表　西田　隆宏さん（50歳）
にし　　た　　　　　たか　ひろ

小松市岩上町
西田農園

園
芸
施
設
共
済
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
　
Ｐ
７
へ

　
自
分
た
ち
で
始
め
た
農
業

経
営
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
後
を
継
ぐ
と

言
っ
て
く
れ
た
の
で
安
心
し
ま

し
た
。

　
後
継
者
が
い
る
と
い
う
こ

と
は
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

西
田
農
園
の

新
鮮
有
機
野
菜

•
京
む
ら
さ
き

•
紅
芯
大
根

•
緑
長
大
根

•
紅
く
る
り

3 2



次代につなぐ、石川の農業　農業保険を経営の支えに 次代につなぐ、石川の農業　農業保険を経営の支えに

　
県
内
の
養
蜂
会
社
に
７
年
間
勤
め
た
後
、

従
業
員
と
し
て
父
の
法
人
で
就
農
し
、
３
年

目
を
迎
え
ま
す
。
水
稲
を
メ
イ
ン
に
ネ
ギ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
な
ど

合
計
30
㌶
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
機
械
の

操
作
を
、
実
際
に
経
験
す
る
こ
と
で
学
び
、

播
種
か
ら
収
穫
ま
で
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

積
極
的
に
機
械
化
を
　

　
法
人
全
体
と
し
て
、
作
業
の
労
力
を
減
ら

す
た
め
に
、
機
械
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
自

動
操
縦
の
小
型
無
人
機（
ド
ロ
ー
ン
）な
ど
、

最
新
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
特
殊
性
が
あ
る

作
業
を
簡
単
に
し
て
い
こ
う
と
動
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
私
も
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
を
覚

え
、
農
作
業
に
役
立
て
た
い
で
す
。

保
険
加
入
す
る
父
を
見
て

　
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。「
何
か

あ
っ
た
時
、
自
分
だ
け
な
ら
我
慢
す
れ
ば
済

む
が
、
法
人
で
あ
る
以
上
、
周
囲
へ
の
影
響

も
大
き
い
」
と
話
し
、
万
が
一
の
時
に
備
え

な
が
ら
経
営
す
る
父
の
姿
を
見
て
、
経
営
を

守
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
備
え
て

お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く
わ
い
わ
い

　
農
業
に
は
自
分
の
育
て
て
い
る
も
の
が
ど

ん
な
風
に
実
っ
て
い
く
か
と
い
う
作
る
楽
し

み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
法
人
名
は
「
み
ん
な
で
手
と
手
を
取
り

合
っ
て
、
楽
し
く
わ
い
わ
い
と
や
っ
て
い
こ

う
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
繁
期
に
は
地
域
の
人
が
作
業
を
手
伝
い

に
来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
、
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ

ま
す
。

　
地
域
の
中
に
は
荒
れ
た
田
ん
ぼ
も
あ
り
、

畔
の
整
備
な
ど
を
し
て
守
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地

域
の
農
地
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

地域密着の農業法人

宮下　佑輔さん（28歳）
みや　した　　　　  ゆう　すけ

白山市小柳町
農事組合法人　どーやファームＹＹ

　
農
業
を
継
い
で
く
れ
る
こ

と
は
う
れ
し
い
。
経
営
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

教
え
た
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、

一
緒
に
元
気
に
や
っ
て
い
き

た
い
で
す 

。

自分が手をかけた作物が
どのように育つか。農業には
作る楽しみがある
Yusuke Miyashita

お やなぎまち

ワイ ワイ

ひ
と
こ
と
い
た
だ
き
ま
し
た
！

代
表
　父
　豊
樹
さ
ん

収
入
保
険
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

Ｐ
６
へ

就
農・営
農
を

い
し
か
わ
耕
稼
塾
が

サ
ポ
ー
ト

石川で農業を始めるには

▼保険加入で安心を
ＮＯＳＡＩの保険
いろいろ

▼就農までの道のり

■収入保険
自ら生産した農産物の収入
金額を補償対象とする保険
です。
自然災害以外による収入減
少も補てん対
象となります。

まずは情報収集を！
石川県の農業総合相談窓口
いしかわ農業
総合支援機構へ

■農業共済
米、麦、大豆、果樹、家畜、農
業用ハウスなどが自然災害
によって受ける損失を補償し
ます。

イチオシ

ま
ず
は
一
歩

情報収集

農業体験
いしかわ耕稼塾で
体験研修
・いしかわの農業学ぼうコース
・駅前アカデミー
・開放セミナーなど

就農形態を選ぶ

コースを選べる技術習得研修
栽培技術や経営の基礎、農業現場
での実践的な知識を学ぶことがで
きます。
①予　科：基礎コース
②本　科：新規就農希望者向け
③専　科：自立経営に向けた模擬

経営
④実践科：農業法人で働きながら

基礎を学ぶ

青色申告をして収入保険
に加入しましょう

営農開始

技術を学ぶ

自立経営　or　農業法人就職

■
い
し
か
わ
耕
稼
塾
と
は

プ
ロ
農
業
者
か
ら
農
業
の
応
援
団

ま
で
、
幅
広
い
人
材
の
養
成
を
行
う

た
め
、
い
し
か
わ
農
業
支
援
機
構
が

運
営
し
て
各
種
研
修
を
実
施
し
ま

す
。 ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
に
は

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が

た
っ
ぷ
り

が
ん
ば
る
ぞ

青
色
申
告
者

対
象
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■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251
詳しくは管轄のグループへお問い合わせください

令和３年契約の
保険金算定

令和４年契約の
保険料確定

令和４年契約の
基準収入決定

県
内
加
入
者
ぞ
く
ぞ
く

　
収
入
保
険
は
令
和
４
年
１
月
で
４
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
で
は
お
よ
そ

７
万
６
千
経
営
体
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
も
、
農
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営

に
合
わ
せ
た
補
償
が
で
き
る
収
入
保
険
を

選
択
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
加
入
者
数

　
　
　
　
７
７
４
経
営
体
（
２
月
末
現
在
）

農業経営のサポーター
収入保険が選ばれています
農業経営のサポーター
収入保険が選ばれています

ハウスにお守りを！
特約で補償が充実
ハウスにお守りを！
特約で補償が充実

●
個
人

所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
第
１
表

所
得
税
青
色
申
告
決
算
書
（
農
業

所
得
用
）

Ⓐ
収
入
金
額
の
内
訳

●
法
人

法
人
税
確
定
申
告
書
別
表
一
お
よ

び
別
表
四

損
益
計
算
書

事
業
年
度
開
始
月
の
前
月
ま
で

●
そ
の
他
（
確
認
が
必
要
な
場
合
が

あ
る
も
の
）

農
業
収
入
お
よ
び
雑
収
入
の
内
訳

が
わ
か
る
書
類
等
。

　
令
和
３
年
契
約
の
保
険
金
算
定
、

令
和
４
年
契
約
の
基
準
収
入
決
定
、

令
和
４
年
契
約
の
保
険
料
再
決
定

に
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

収入
保険

園芸施設共済

令和２年は保険金等

２億９,500万円２億９,500万円
令和３年

（１月末現在）令和元年 令和２年

貸付件数 　　 　4件　　　　　14件　　　　　23件

貸付金額　　　1,342万円　　 　5,157万円　　　7,831万円

契約年

つなぎ資金貸付状況

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

 
800
 

600
 

400
 

200
 
0

加入経営体数の推移

※復旧・撤去費用共済金はそれぞれ撤去後、復旧後に見積もりを提出していただき、
　支払いとなります。
※被覆材（ビニール）の被覆期間が短期の場合は掛金等が安くなります。

①復旧費用特約
復旧を条件に、新築時の資産価値の最大８割
まで補償します。（被覆材は対象外）

③付保割合追加特約（２０％）
新築時の資産価値の 8 割が上限であった付保
割合（補償割合）を9割または10割まで引き
上げることができます。（被覆材は対象となりませ
ん。適用には条件があります）

②撤去費用特約
共済事故により発生する廃材の取片付けや解
体作業などの費用の一部を補償します。（被覆
材は対象となりません。適用には条件があります）

④小損害不填補１万円特約
損害額が1万円を超える損害から支払い対象
となります。（通常は３万円または共済価額の５％を
超える損害から支払い対象です）

①～④を付加した計算例

ハウス設置例

5.4ｍ　　　36ｍ　　194㎡　　　　25.4ｍｍ　農PO　0.13　令和２年１月　令和２年1月　　　　　１年

　間口　　　奥行　　　設置　　　パイプ径　　　 ビニール　　　　　　　　　　　　　　　　被覆期間
本体設置
（年月）

被覆時期
（年月）

増加
中！

増加
中！

おすすめの特約おすすめの特約

277
386

554

774

支払い

―確定申告後に書類提出をお願いします―

書
類
の
提
出
期
限

●
個
人
：
令
和
４
年
４
月
１５
日

●
法
人
：
税
務
申
告
期
限
の

　
　
　
　
一
カ
月
後

書
類
提
出
の
際
に
、
令
和
４
年
契
約
に
係

る
作
付
品
目
・
面
積
等
も
確
認
し
ま
す

春
先
の
強
風
な
ど
、近

年
多
発
す
る
自
然
災

害
に
備
え
て
園
芸
施
設

共
済
や
補
償
の
見
直
し

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

掛金約５千円の上乗せで
全損時共済金が
約27万円UP

掛金等合計
支払共済金
合計

特約なしの場合

　10,158 円

約 60万円

特約ありの場合

　15,838 円

約 87万円

➡
➡

（経営体）

支払件数　１３６件
（加入件数３８6件）

つなぎ資金＝保険金等の前借り
　保険期間中であっても、補てん金の受取りが見込
まれる場合、無利子でつなぎ資金を受けられます。

全損した場合、特約ありと
特約なしを比べました。

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ
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■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251
詳しくは管轄のグループへお問い合わせください

総合共済＋火災共済セット加入で安心
備えあれ ば憂いなし備えあれ ば憂いなし建物総合共済

大豆共済　一筆方式が廃止となりました

農機具共済

　
右
図
は
農
機
具
共
済
の
事
故
を
機
種

別
に
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　
乗
用
ト
ラ
ク
タ
事
故
の
７
割
が
３
〜

６
月
、
田
植
機
も
含
め
る
と
事
故
全
体

の
５
割
が
３
〜
６
月
の
時
期
に
集
中
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
農
作
業
の
繁
忙
期
を
迎
え

ま
す
が
、
農
機
具
の
扱
い
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
の
事
態
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
農

機
具
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　近年、予測できない自然災害が増えています。
　火災共済の補償内容に加え、自然災害に対応した総合共済は、火災共済と一緒に加入することで、補
償を大きく、掛金を抑えることができます。
　建物共済「住まいる」は、１年ごとの契約なので毎年補償の見直しができます。この機会に加入内容
を見直して、万が一に備えましょう。

春
に
多
い
農
機
具
事
故

自脱型コンバイン
54件

田植機
51件

乗用トラクタ
（7～11月）
21件

その他
19件

乗用トラクタ
（3～ 6月）
56件

事故全体の50％が春に集中！

農機具チェックして安心
乗用トラクタ編

（令和３年１月～12月。事故件数２０１件）

加入内容例　　　　　　　　支払い例

１．道路の評価（作業環境）

事項 チェック内容

道路状態・交通量

道路幅・路肩

進入・退出路

坂道

２．車両の評価（機械）

事項 チェック内容
安全キャブ・
フレーム

トラクタの設定

反射板

３．運転者の評価（人）

事項 チェック内容

車両知識

危険個所の認識

習熟度

掛金の一例
トラクタ（新品購入価格５００万円）
基本掛金　２１，５００円 農林水産省HP

作業安全対策へ

災害のケース

火災で全焼

落雷
（エアコンに10万円の被害）

風水害で全壊

地震で全壊

総合共済の
損害共済金

1,000万円

5万円

1,000万円

500万円

 

火災共済の
損害共済金

1,000万円

5万円

0万円

0万円

 

支払金額合計

2,000万円

10万円

1,000万円

500万円

 

再取得価額が2,000万円の住宅（木造120㎡）が総合共済＋火災共済に加入した場合

総合共済 

 
1,000万円

24,400円

火災共済 
 
 
1,000万円
 
 

　6,700円

合　計
 
 
2,000万円

31,100円

加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

　
局
地
的
な
大
雨
や
長
雨
、
大
型
台
風

な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
大
豆
共
済
は
天
候
に
影
響
さ
れ
や
す

い
作
物
で
す
。
大
豆
共
済
に
加
入
し
自

然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

支
払
対
象
と
な
る
共
済
事
故

　
風
水
害
、
土
壌
湿
潤
害
、
干
害
、
そ

の
他
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
、鳥
・

獣
害
、虫
害
も
補
償
対
象
に
な
り
ま
す
。

補
償
期
間

　
発
芽
期
か
ら
収
穫
す
る
ま
で

■申込期間

５月１日から
５月２０日まで
　里のほほえみのみ作付けし
ている場合は、５月１日から６
月１日までとなります。

加
入
方
式

全
相
殺
方
式

（
９
割
・
８
割
・
７
割
補
償
）
農
家

ご
と
の
補
償

　
お
お
む
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ
等
に
出

荷
し
、
収
量
を
把
握
で
き
る
農
家

が
加
入
で
き
ま
す
。
過
去
の
出
荷

デ
ー
タ
を
基
に
基
準
収
穫
量
を
設

定
し
、
減
収
量
が
基
準
収
穫
量
の

１
〜
３
割
（
選
択
し
た
補
償
割
合
）

を
超
え
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。

半
相
殺
方
式

（
８
割
・
７
割
・
６
割
補
償
）
農
家

ご
と
の
補
償

　
被
害
耕
地
ご
と
の
減
収
量
の
合

計
が
、
基
準
収
穫
量
の
２
〜
４
割

（
選
択
し
た
補
償
割
合
）
を
超
え
た

場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま

す
。

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

（
９
割
・
８
割
・
７
割
補
償
）
統
計

単
位
地
域
ご
と
の
補
償

　
統
計
単
位
地
域
に
よ
る
統
計
単

収
が
、
基
準
単
収
の
１
〜
３
割
を

超
え
て
減
収
す
る
場
合
に
共
済
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

事
故
が
発
生
し
た
ら
ま
ず

連
絡
を

　
加
入
し
て
い
る
農
機
具
の

接
触
や
衝
突
な
ど
の
事
故
が

発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に
管

轄
の
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

故
障
や
消
耗
部
品
の
み
の

損
害
は
対
象
外

　
共
済
責
任
期
間
中
に
発
生

し
た
損
害
で
あ
っ
て
も
、
故

障
や
消
耗
部
品
の
み
に
発
生

し
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
共

済
金
の
支
払
い
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

破
損
部
品
は
捨
て
な
い
で

　
農
機
具
共
済
で
は
、
事
故

現
場
、
破
損
箇
所
、
部
品
の

確
認
（
写
真
撮
影
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
修
理
済
み
で

損
害
の
確
認
が
で
き
な
い
場

合
、
共
済
金
の
支
払
い
は
で

き
ま
せ
ん
。

加入者の皆さんへ

交通量の少ない一般道・農道を選んで通行する。

通る坂道は、勾配が緩く、天候が悪くても、スリッ
プすることなく安全に上下できる。
車両に対して十分な道幅があり、路肩も視認（路
肩ポール等を含む）できる。

安全キャブもしくはフレーム付きのトラクタを
使用。
トラクタの作業機に邪魔されない位置や、作業
機に反射板が付いている。

作業終了後、ほ場を出る前にブレーキ連結を確
認している。
カーブでの減速、一旦停止をしている。

事前の下見や、最新のハザードマップで、移動
道路やほ場の危険性を確認している。

作業終了後は、ほ場を出る前にブレーキを連結。

ほ場の進入・退出路がしっかりしている。

（社）全国農業改良普及支援協会「農作業安全リスクカルテ」を基に作成

おすすめ

お
す
す
め

作業の際に
チェックリストで安全確認

チェックして
使いましょう

共
済
金
額

掛
金（
年
額
）

特
約
な
し
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

山根　正昭さん（72歳）
やま　 ね　　　　 まさ　あき

たわらまち

金沢市俵町
農事組合法人　俵ファーム代表理事

スマート農業導入
継続可能な農業へ前進

▲俵ファームのみなさん。特別栽培米「戸室の俵」
を手に。（上段中央が山根さん）

　「
こ
の
地
で
農
業
を
続
け
、
農
地
の

保
全
と
元
気
で
に
ぎ
や
か
な
町
つ
く

り
」
を
目
標
に
平
成
26
年
に
設
立
さ

れ
た
同
法
人
。
現
在
、
中
心
メ
ン
バ
ー

の
半
数
が
65
歳
を
超
え
、
就
農
者
不

足
が
今
後
の
課
題
だ
。
山
根
さ
ん
は

「
地
域
に
適
し
た
先
進
技
術
を
導
入

し
、
作
業
の
効
率
化
・
省
力
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
継
続
可
能
な
農
業

実
現
に
向
け
体
制
を
整
え
る
。

ム
リ
・
ム
ダ
を
省
く
体
制
に

　「
少
人
数
で
も
継
続
で
き
る
体
制
作

り
を
」
と
平
成
30
年
か
ら
情
報
通
信

技
術
、
セ
ン
サ
ー
技
術
等
の
活
用
を

積
極
的
に
検
討
。
昨
年
産
は
、
遠
隔

水
管
理
制
御
装
置
等
を
導
入
。
田
植

え
期
か
ら
本
格
始
動
し
た
遠
隔
水
管

理
制
御
装
置
は
、
水
管
理
に
か
か
る

労
力
を
例
年
に
比
べ
８
割
程
減
ら
し

た
。
圃
場
の
水
位
や
水
温
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
確
認
し
な
が
ら
給
水
、
排

水
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
遠
隔
管
理
で

き
る
た
め
「
労
力
だ
け
で
な
く
水
資

源
の
無
駄
も
省
け
る
」
と
評
価
す
る
。

ま
た
、
直
播
や
追
肥
・
防
除
分
野
で
の

自
動
操
縦
の
小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
導
入
に
向
け
た
試
験
を
行
う
。

地
域
の
デ
ー
タ
を
次
世
代
へ

　
情
報
通
信
技
術
は
、
圃
場
ご
と
の

管
理
作
業
履
歴
を
反
映
し
た
圃
場

マ
ッ
プ
に
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、
品
質

向
上
や
営
農
計
画
の
判
断
材
料
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
山
根
さ

ん
は
「
知
恵
や
経
験
だ
け
で
な
く
、
数

字
と
し
て
見
え
る
地
域
の
デ
ー
タ
を

伝
え
て
い
け
る
の
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
だ
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

加賀市塩浜町
株式会社　なっぱ会代表取締役

北村　栄さん（65歳）
 きた　むら　　　　さかえ

生ゴミを利用
地域密着の循環型農業

▲「味が濃く、栄養がぎゅっと詰まっています」と金時草のハ
ウスで話す北村さん

　「
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
に
は
『
分
別
す

る
』
義
務
が
あ
る
。
し
か
し
、
分
別
さ

れ
た
ゴ
ミ
の
そ
の
後
を
知
る
人
は
少

な
い
。
分
別
の
成
果
を
野
菜
と
い
う

目
に
見
え
る
形
で
返
し
た
い
」
と
話

す
北
村
さ
ん
。
同
社
は
平
成
１５
年
か

ら
、
加
賀
市
で
行
わ
れ
て
い
る
食
品

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
と
連
携
し
た
循
環

型
農
業
を
行
っ
て
い
る
。

生
ゴ
ミ
堆
肥
が
連
作
障
害
防
ぐ

　
土
づ
く
り
に
は
生
ゴ
ミ
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
堆
肥
を
元
肥
と
し
て
使
用
。

１０
㌃
あ
た
り
２
㌧
の
堆
肥
を
１
作
終

わ
る
ご
と
に
ま
く
と
い
う
。

　
同
じ
農
地
に
同
じ
作
物
を
作
付
け

る
と
、
土
壌
の
バ
ク
テ
リ
ア
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
た
り
、
養
分
が
不
足
し
た

り
し
て
生
育
不
良
に
な
る
。
同
社
で

は
堆
肥
を
ま
い
て
い
る
た
め
、
１０
年

以
上
こ
の
連
作
障
害
が
生
じ
て
い
な

い
。「
昨
年
、
１
棟
だ
け
堆
肥
を
ま
か

な
か
っ
た
ハ
ウ
ス
の
作
物
の
収
量
が
少

な
か
っ
た
。
堆
肥
は
確
か
に
連
作
障

害
を
防
い
で
い
る
。
土
壌
消
毒
も
不

要
で
良
い
こ
と
づ
く
し
」
と
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。

廃
食
用
油
も
リ
サ
イ
ク
ル

　
温
室
栽
培
を
行
う
ハ
ウ
ス
の
ボ
イ

ラ
ー
燃
料
に
は
、
廃
食
用
油
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
使
う
。

　
市
内
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
回
収
コ
ン
テ
ナ
を

設
置
し
、
廃
食
用
油
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
詰
め
て
も
ら
い
回
収
す
る
仕
組

み
だ
。
回
収
場
所
は
加
賀
市
全
域
に

及
び
、
令
和
２
年
は
１
万
７
千
㍑
を

回
収
し
た
。

　
北
村
さ
ん
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
目

的
は
排
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
大
地
に
還

す
こ
と
。
分
別
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
再
利

用
し
て
、
新
た
に
野
菜
を
作
り
、
食
卓

に
届
け
る
。
こ
れ
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ

り
、循
環
型
農
業
だ
と
思
う
」
と
話
す
。

　
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
農
業
日

誌
や
野
菜
の
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
、
情

報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い
考
え
だ
。

▲販売は直売所や県内スーパーの産直コー
ナーがメイン。「加賀五菜」のマークが目印。

Ｈ
Ｐ
で
情
報
発
信
中

使
い
き
り
サ
イ
ズ
に
調
製

ち
ょ
う
ど
い
い
の
が
う
れ
し
い

▲圃場に設置された遠隔水管
理制御装置。端末の画面で
圃場の状態が確認できる。
（写真提供：俵ファーム）

情報発信中
　　HPはコチラ

全体会議では
「見える化」を
意識し、わかり
やすく伝えます

しお はま まち
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

う　 し 　つ ハ　　　　ル　　　　サ

能登町宇出津　株式会社　ＨＡＲＵＳＡ

能登が好き、農業が好き
赤土を生かした野菜づくり

　
平
成
１９
年
に
設
立
さ
れ
た
株

式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、
能
登

町
の
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
た

農
場
で
、野
菜
を
生
産
し
て
い
る
。

　
農
場
を
管
理
す
る
の
は
、
珠
洲

市
出
身
で
東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
し
た
生
産
部
長
の
坂
本
さ

ん
と
、
農
業
未
経
験
で
和
歌
山

県
か
ら
移
住
し
た
農
場
長
の
森

岡
さ
ん
。
同
社
で
は
ミ
ネ
ラ
ル
豊

富
で
粘
土
質
な
赤
土
の
土
質
を

生
か
し
な
が
ら
、
農
薬
や
化
学
肥

料
を
５
割
程
度
に
減
ら
し
た
方

法
で
栽
培
す
る
。
収
穫
し
た
野
菜

は
、
栽
培
契
約
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
会
社
か
ら
、
そ
の
日
の
う
ち
に

消
費
者
へ
届
け
る
。

新
種
野
菜
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
風
土
に
合
っ
た
野
菜
作
り
を

模
索
し
、新
種
野
菜
「
ケ
ロ
ッ
コ
」

を
栽
培
。
地
元
で
の
栽
培
凡
例
が

な
く
試
行
錯
誤
の
中
で
、
昨
年
は

１５
㌃
栽
培
し
た
。

　
２
人
は
「
自
然
の
強
さ
や
偉
大

さ
に
学
び
や
発
見
が
あ
る
。
経
験

を
積
ん
で
消
費
者
に
選
ば
れ
る

も
の
を
作
り
た
い
」
と
、
笑
顔
を

み
せ
る
。

▲栄養価の高いケールと食味の良いブロッコ
リーをかけ合わせた新野菜「ケロッコ」。

森岡　康亘さん（38歳）
もり　おか　　　　やす   のぶ

能登農場
農場長

さか   もと          　こう    じ

坂本　洸士さん（38歳）取締役執行役員
生産部長

▲ねぎのように、風雪を耐え、真っ直ぐ育つ生産者で
ありたいという坂本さん(右)と森岡さん

自家産自然栽培大豆で
発酵食品を販売

▲商品を手に研吾さん（右）と江梨さん

　「
農
産
物
を
作
っ
て
お
し
ま
い
に
は
し

た
く
な
い
」
と
話
す
研
吾
さ
ん
。
農
薬
・

除
草
剤
・
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
自
然
栽

培
農
法
で
大
豆
や
野
菜
を
栽
培
し
て
い

る
。

東
京
か
ら
能
登
へ

　
妻
の
江
梨
さ
ん
と
と
も
に
、
平
成
30
年

に
東
京
か
ら
移
住
。
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
で
、
食
料
調
達
が
困
難
に
な
っ
た

経
験
か
ら
、
自
給
自
足
で
食
料
を
賄
う
農

家
生
活
へ
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
羽
咋
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
赴
任
。
自
然
栽
培
を
学
び
な
が

ら
３
年
間
の
任
期
を
終
え
、
市
内
の

農
園
で
勤
務
し
、
営
農
技
術
の
経
験

を
積
み
な
が
ら
大
豆
栽
培
を
行
う
。

　
販
売
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
中
心
。

注
文
は
順
調
で
自
然
栽
培
大
豆
の

ニ
ー
ズ
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
店
を
オ
ー
プ
ン

　
江
梨
さ
ん
は
、
昨
年
５
月
か
ら
発

酵
食
品
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
店
を

自
宅
に
構
え
る
。
自
家
栽
培
の
農
産

物
を
使
っ
た
大
豆
加
工
品
や
お
弁
当
、

お
や
つ
な
ど
の
販
売
が
中
心
だ
。

　
東
京
在
住
の
頃
か
ら
味
噌
づ
く
り

教
室
や
発
酵
料
理
教
室
を
開
催
し
て

き
た
。
弁
当
や
焼
き
菓
子
、
パ
ン
に
も

発
酵
調
味
料
を
使
っ
て
い
る
。
今
冬

か
ら
は
自
家
産
大
豆
の
味
噌
の
販
売

も
始
ま
っ
た
。

　「
混
ざ
り
物
の
無
い
食
品
は
腸
か
ら

体
を
元
気
に
す
る
。
生
産
者
と
消
費

者
を
つ
な
ぎ
、
安
全
・
安
心
な
も
の
を

届
け
た
い
」
と
夫
婦
の
奮
闘
は
続
く
。

おいしいごはんと
おやつがあります

お弁当もおやつも化
学調味料や添加物を
使っていません

大豆の選別は一粒
ずつ手作業でしてい
ます

「地球知足」
月・火定休

メニューなど
詳しくはコチラ

珠
洲
市
出
身

東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

和
歌
山
県
出
身

能
登
町
へ
Ｉ
タ
ー
ン

清水　研吾さん（44歳）
　　　江梨さん（45歳）

 しみ 　ず　　　 　けん 　ご　

え 　 り

いの やま まち

羽咋市飯山町
テイクアウト専門店「地球知足」

Ｈ
Ｐ
は
コ
チ
ラ

子
供
た
ち
が
希
望

を
持
っ
て
誇
れ
る

町
に
し
た
い

若
い
力
で
能
登
の

農
業
を
リ
ー
ド
を

し
た
い

【経営規模】
ジャガイモ1.5 ha、ブロッコリー１ha、ト
ウモロコシ90ａ、ねぎ70ａ、サツマイ
モ25ａ、ほうれん草10ａ、ケロッコ15ａ

13 12



■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251
詳しくは管轄のグループへお問い合わせください

３月８日
石川県農業保険普及推進協議会
石川県収入保険推進協議会

３月
損害評価会　畑作物共済部会
　　　　　　家畜共済部会
　　　　　　園芸施設共済部会
　　　　　　　建物共済部会
　　　　　　　農機具共済部会

３月２８日
余裕金運用管理委員会
教育研修基金運用委員会
第７回理事会

５月
余裕金運用管理委員会
令和４年度第１回理事会

５月
令和４年度第１回監事会
決算監査

５月
第２回理事会
第１５回通常総代会

3
5

ぶどう

　農作物共済、畑作物共済事業の健全な運営を図るために、
背負式動力散布機や動力噴霧機などの対象機器を購入した組
合員の方に、経費の一部を助成金としてお支払いしました。

支払対象台数　397台
支払総額　6,541,497円
支払日　3月7日

なお、令和４年度も同様の助成事業を予定しています。

発芽期後の降霜により、形成されていた花芽およ
び新梢が生育不良となった。

な　し 開花期の低温により結実不良となった。

羽
咋
市
の
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　その土地で頑張っていらっ
しゃる人の顔が見え、楽しみで
す。自分たちも若い頃は金沢
の中央市場へ、毎日朝３時半
に出て６時の市に間に合うよう
に商品を並べたことが思いださ
れます。若い時は苦になりませ
ん。

（志賀町　Ｙさん）

　農業の素晴らしさや魅力が
「虹」から伝わってきました。
将来、就きたい仕事に迷ってい
ましたが「虹」を読んで、農業
の世界に飛び込んでみたいと思
いました。私も、農業に毎日素
敵な汗を流している先輩方のよ
うになりたいです。

（野々市市　Ｔさん）

　おいしいお米を作るために、
土づくりにいろいろな方法を試
行錯誤し努力されているのがわ
かりました。お餅は、着色料や
添加物を使わず商品開発に取
り組まれているのがわかりまし
た。

（加賀市　Ｙさん）

皆さんからの声募集します
　ＮＯＳＡＩや広報紙へのご意見、そ
の他にも身近な話題や農業について
思うことなどありましたらお聞かせく
ださい。お寄せいただいたコメントは
お便りコーナーで紹介させていただく
ことがあります。

お便り
コーナー

ま
ず
組
合
ま
で
ご
連
絡
を

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
中

水
稲
共
済

事
故
発
生
時

　
職
員
が
事
故
の
現
地
を
確
認
し

ま
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
事
故
の
原

因
が
特
定
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

加
入
内
容
変
更
時

○
農
機
具
の
買
い
替
え

○
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
の
変

更
○
建
物
の
解
体
や
建
て
替
え

○
加
入
名
義
の
変
更
な
ど

　
加
入
内
容
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

ど
ち
ら
か
ま
た
は
両
方
が
遅
れ
る

と
、
被
災
時
に
共
済
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
現
在
石
川
県
で
実
施

さ
れ
て
い
な
い
品
目
（
左
記
参
照
）に
つ
い
て
、
実

施
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
追
加
品
目
の
希

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ば
れ
い
し
ょ
、
小
豆
、
そ
ば
、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

た
ま
ね
ぎ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
茶
な
ど

損害防止機器購入助成金を支払いました

共済金を支払いました

加入方式
支払日
支払戸数
支払共済金

半相殺減収総合短縮方式
令和３年１２月２０日

１戸
５０２，４４０円

か　き 炭疽病による被害が発生した。

加入方式
支払日
支払戸数
支払共済金

半相殺減収総合短縮方式
令和４年２月18日

２戸
８２，４８０円

加入方式
支払日
支払戸数
支払共済金

半相殺減収総合一般方式
令和４年２月18日

１戸
１６１，７００円

全相殺減収方式
令和４年２月18日

５戸
２，９２２，９８０円

大　豆 6 月上・中旬の大雨及び７月上旬の連続した降雨
の影響により湿害が発生し、発芽不良や生育不良
が見られた。また、子実肥大期においてカメムシ
の吸汁害も発生し収量の減少につながった。

加入方式
支払日
支払戸数
支払共済金

一筆方式
令和４年２月７日

１戸 
３２，１２５円 

クイズの答えと必要事項を明記してハガキまたは
Ｅメールでご応募ください。正解者の中から抽選で、
５名の方に図書カードを進呈いたします。当選者は氏
名のみ次号に掲載させていただきます。

応募方法

28号クイズ
当選者（敬称略）

令和4年2月未現在、石川県の
収入保険加入経営体数をお答えください。

クイズの答え
郵便番号・住所
氏名・年齢・電話番号
ＮＯＳＡＩへのご意見
広報紙のご感想など

63
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
石
川

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係 

行

金
沢
市
田
中
町

　
　
　
　
か
26
番
地
１

9 2 0 　0 0 0 7

おもてうら
Ｅメール　kouhou@nosai-ishikawa.or.jp

● 締め切り／４月27日（水）必着●
町屋　政信、大島　弘子
中山　育子、桝田　敏子
屋木　美紀

果樹共済

畑作物共済

　
農
業
の
経
営
安
定
と
地
域
農
業
振

興
、
地
域
活
性
化
の
た
め
、羽
咋
市
・

は
く
い
農
業
協
同
組
合
・Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
石
川
は
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
羽
咋
市
は
本
年
４
月
１
日
以
降
収

入
保
険
に
加
入
の
農
業
者
に
対
し
、次

の
金
額
を
上
限
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
　
　
　
　
４
万
円

●
右
記
以
外
の
農
業
者
　
２
万
円

※

補
助
の
対
象
は
保
険
料
及
び
付

加
保
険
料
の
う
ち
、
自
己
負
担
分

で
す
。

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
と
し

て
、
訪
問
に
よ
る
集
金
業
務
を
原
則

廃
止
し
、口
座
振
替
に
よ
る
掛
金
の

収
納
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

振
替
口
座
の
設
定
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、お
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
の
デ
ー
タ
は
各
市
町
の
デ
ー
タ
と
照

合
し
て
い
ま
す
。
提
出
後
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、速
や
か
に
管
轄
の
グ
ル
ー

プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

掛
金
納
入
は
口
座
振
替
で

変
更
が
あ
れ
ば
連
絡
を
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石川県農業共済組合

令和５年度
新規採用職員募集

P16

春春
Vol.29Vol.29
20222022

特集P2-5

次代につなぐ、石川の農業
農業保険を経営の支えに

令和 5年度　新規採用職員募集
地域の農家を
支える仕事

家畜診療所　河合獣医

企画広報課　地家

　

詳しい募集要項はコチラ
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送
付
先

石川県農業共済組合
■ 本　所 ■　
〒920-0007
金沢市田中町か26番地1
TEL  076-239-3111（代）
FAX 076-239-0069
Eメール  
kouhou@nosai-ishikawa.or.jp

【本所別館】
〒920-0007　
金沢市田中町か 12番地１

各グループのお問い合せ先は
こちら

【奥能登支所】
〒928-0313
鳳珠郡能登町字天坂に１番地１

ＮＯＳＡＩ石川広報紙「虹」
春号　vol.29
2022年 4月発行

加賀・能美グループ
℡　076-239-2355
（加賀市・能美市・川北町）

小松グループ
℡　076-239-2355
（小松市）

白山・野々市グループ
℡　076-239-2555
（白山市・野々市市）

金沢・河北グループ
℡　076-239-2555
（金沢市・かほく市津幡町・内灘町 ）
羽咋グループ
℡　076-239-2455
（羽咋市・志賀町宝達志水町　 ）
七尾・鹿島グループ
℡　076-239-2455
（七尾市・中能登町）

 

奥能登グループ
℡　0768-76-2251
（輪島市・珠洲市・穴水町・能登町）

NOSAI石川
ホームページ

NOSAI石川
Facebook

一緒に働いてみませんか
下記の書類を書留郵便で郵送してください
・履歴書（市販のもので写真貼付、連絡先明記）
・成績証明書
・卒業（見込）証明書、獣医師免許証写し
提出書類は返却いたしません
 令和４年８月31日（水）必着

〒920‐0007
石川県金沢市田中町か26番地１
石川県農業共済組合　総務課

農業保険法に基づく一般業務および家畜
診療に係る業務
①初任給　209,900円（大学卒）
　　　　　（獣医師資格者）
　獣医師手当　50,000円 / 月
②大学卒業または卒業見込者で獣医師資
格取得者または取得見込者
③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得見込者
＜試験予定＞
応募者に直接連絡

農業保険法に基づく一般業務のほか、
事業推進などの外勤業務
①初任給　182,600円（大学卒）
②令和５年３月大学卒業見込者
　または卒業後５年以内
③普通自動車運転免許取得者
　または採用までに取得見込者
＜試験予定＞
日時　令和４年９月30日（金）
会場　同組合　本所
内容　筆記（一般教養ほか）・面接

一般職

獣医師




